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about mdx
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https://mdx.jp

9 大学、2 研究機関が共同運営する 
データ科学・データ駆動科学・データ活用応用 
にフォーカスした高性能仮想化環境 
  (学術版の AWS のようなもの) 

東京大学 柏 II キャンパスに一号機 (mdx-I) 
  (大阪大学でも mdx-II が稼働開始) 

民間に比べると 1/10 程度の利用料金 
「JHPCN 共同研究課題」を通した研究費補助



changes on mdx
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mdx の利用促進のため、2025 年度より利用料金が改定 
 - CPU は半額 (GPU は変更無し) 
 - HDD は無料 (SSD は変更無し) 

=> これまでのストレージ問題が解消 
  + 本格的にデータアーカイブを mdx に移植させる 
  + CPU の増加により、データ解析基盤としての機能も 

データ公開は、データ活用を謡う mdx からの評価も非常に高い

機械学習関係は利用率が高いが 
それ以外はあまり利用されていない
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mdx and kiso-SINET

52024 年日本天文学会春季年会 森講演資料より



current data archive
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現状のデータアーカイブ 
 - 観測システムと密に連携 
 - スタック画像のみ 
 - 二種類のアーカイブ 
  + 内部向け (全データへのアクセス) 
  + 一般向け (180 日経過したサーベイデータ) 
    (サーベイ以外のデータは SMOKA から公開) 
=> 新機能追加にハードル 
    動画データの取得問題 
    他人のデータを見ないという紳士協定



new data archive
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新たなデータアーカイブに求める機能 
 - 検索性能の強化 
  + SQL -> NoSQL, 列指向型データベース 
   Apache Arrow + Arrow IPC format 
   polars (DuckDB) 
 - 動画データへのアクセス 
  + "cube" データの mdx への転送 
 - 統一的なアーカイブ 
  + ユーザ認証とアクセスコントロール
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blocklist?

9

blocklist って機能してますか？ 
現状の mdx archive では未対応 2021 年に定義されて以降、一度も手を付けられていない 

= ブロックされているデータはない



future plans
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利便性向上のための機能追加 (予定・願望) 
 - JWT (json web token) によるコマンドラインアクセス 
 - advanced search 
  + 複数条件による検索 (SQL は叩かない) 
 - API 周りの整備 
  (既存の flask ベースからの脱却) 
=> 今後の機械学習を見据えて FastAPI に移植？ 
 - API ドキュメントの自動生成 
 - MCP (Model Context Protocol) との連携 
  + 生成 AI 向けの共通プロトコル (なんかすごいらしい)

https://note.com/fujimohige/n/n93f7d448eac7



summary
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mdx 上に新たなデータプラットフォームを構築、試験運用中 
 - 統一的なインターフェース 
  + 動画データの取得 
  + ユーザ認証によるアクセスコントロール 
 - NoSQL (Apache Arrow) による検索性能の向上 
 - どこかでちゃんと書き直したい 

過去のデータの転送 
 => ある程度たまったところで一般公開へ 
   + ブロックリストの利用？
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